「KID`S　ART　羅針盤！２０１０」反省会
日時：９月１０日　１８：００～

場所：山形青年会議所　　会議室

備　忘　録
１、お約束の説明について

各自一回ずつやれたか⇒OK

グループごとにおこなった為、理解度は増したように思える。

カメラ、携帯などの項目はいらないのでは？→子どもは所持していない。物自体理解していない。項目を絞っても良いのではないだろうか。
２、お約束遵守について

熱中すると絵に近づきすぎる。　

指を刺してしまうと危険である。
階段等で走る子どもも見受けられた。
３、会場内の移動について

班ごと移動方式はどうだったか。
場所での興奮で走ってしまう。
子供同士での競争をしてしまう。
階段上り下りは大人が辛い。
集中力が切れてしまうと話したり走ったりしてしまう。
４、館外への移動はどうか

はしゃいでどこかへいってしまう恐れがある→館内が良い

５、吉野石膏コレクション鑑賞について

作品を選んでおこなったがどうだったであろうか。
次の絵に行く際にまだ前の反が終わっていないという場面が見受けられた。
他の絵を見たいという子どもがいた。
絵が難しくて意見が出ないということは無かった。
子どもの選択もあっても良いかと思う。
絵が決められていた分、質問や導き出しの部分で自由度が少なかった。
６、４人１チーム編成はどうだったか

ひとり一枚ナビゲートできたか⇒OK

作品を守るという点では良い。
サポートメンバーの役割の確認が必要。
事前に復習もかねてシミュレーションがあればよい。
７、男女混合にすべきか？

女の子には女性、男の子には男性のフォローが必要かと思う。
８、ナビゲートする絵が事前に決定されていたことについて

ナビゲートするに当たって得意な絵はあるか？

過去との比較についてどうか？

子どもの反応に絵によってばらつきがある。
風景はやりやすい。
ピカソは以外に好評であった。
※時間配分は子ども達の食いつきによりけりである

９、作品前のテープはどうであったか

興奮すると子どもは関係なくなる。
１０、親子別プログラムについて（子どもたちの集中力の変化など）
プレッシャーを感じない分、やり易かった

子どもの集中力には変化無し。
子どもの年齢によって親がいたほうが良い場合もある。
１１、学芸員による事前説明は必要か？

裏話に興味がある。
面白い話がたくさんあってよかった。
１２、絵の説明を聞いてからのほうがナビゲートしやすいか？

感覚的にナビゲートしやすいと思うこともある

１３、創作プログラムについて

子どもによって差がある。
仲良し同士で同じ物を書いてしまっていた。
ルールの線引きが難しい。
仲良し同士が離れてしまうだけで創作意欲がなくなってしまう。
事前情報があっても良い（交友関係）。
興味の無い子どもへのサポートが難しい

何を目的とするかがはっきりしないと難しい

自由に書かせるほうが生き生きしていた感じがある

ポストカードから発展させることが出来る子、出来ない子がいる

自由すぎても飽きてしまう　テーマがあったからこそできたのではないか
１４、対象年齢について

未就学児は甘えてくる子が多い

思ったより意見も出てやりやすい
個性がはっきり分かれる　言う子は言う　言わない子は言わない（小学生の場合）

１５、子どもの人数について

バランス的に良かった　全体を見られる人数であった

余裕の持てる配分であった

把握しやすい　誰がいるかいないかが分かるので良かった

１６、作品のテーマ付けについて

ひとりが書くと真似してしまう

１７、やってみたいプログラム等何かあるか。
ガラスに絵の具で絵を描く
見た絵でパズルをつくり実際やってみる

粘土、陶器などの造形物作成

使える物を作ってみる　ハンカチやTシャツ

みんなで大きな物を作ってみる

紙粘土と空き缶でペンたてなど残る物を作成　夏休みの工作にもなる

１８、次年度行いたい事

回数を増やして欲しい

当日を迎える前に美術館に行って見たい

